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平
成
の
大
合
併
が
叫
ば
れ
る
中
、
全

国
的
に
は
、
１，
４
０
０
を
超
え
る
市

町
村
が
法
定
協
議
会
に
参
加
し
て
合
併

問
題
を
議
論
し
て
い
ま
す
。

先
の
任
意
協
議
会
に
お
い
て
は
、
11

市
町
村
の
枠
組
み
に
よ
る
法
定
協
議
会

へ
の
移
行
が
白
紙
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
住
民
も
含
め
本
市
に
文

書
な
ど
に
よ
る
合
併
協
議
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
た
の
は
、
富
里
市
・
酒
々
井

町
・
栄
町
・
下
総
町
・
神
崎
町
・
大
栄

町
・
栗
源
町
・
多
古
町
・
横
芝
町
・
芝

山
町
の
１
市
９
町
に
上
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
は
究
極
の
行
政
改
革
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
行
政
の
効
率
化
や

行
政
の
質
の
向
上
、
住
民
の
利
便
性
の

向
上
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど

が
目
的
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
成
田
地
域
に
お
い
て
は
、
地

域
間
競
争
の
時
代
を
迎
え
、
国
際
空
港

都
市
と
し
て
の「
格
」の
向
上
、
一
体
的

な
騒
音
対
策
や
土
地
利
用
策
、
空
港
お

よ
び
周
辺
地
域
の
潜
在
力
の
活
用
、
交

通
網
の
整
備
な
ど
の
課
題
へ
の
対
応
の

視
点
か
ら
も
合
併
議
論
の
展
開
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

一
方
、
財
政
力
低
下
に
伴
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
な
ど
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
が
、
今
後
、
合
併
の
方
向
性
が
確
立

市
町
村
合
併
議
論
の

必
要
性
お
よ
び
背
景

し
次
第
、
詳
し
く
デ
ー
タ
を
分
析
の
う

え
、
財
政
計
画
の
推
計
や
将
来
展
望
を

描
く
と
と
も
に
、
行
政
全
般
に
わ
た
っ

て
の
検
証
を
重
ね
、
調
整
し
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
本
市
に

と
っ
て
も
避
け
て
は
通
れ
な
い
、
大
変

重
要
な
行
政
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
の

認
識
の
下
、
６
月
定
例
市
議
会
以
降
も

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
・
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
９
月
定
例
市
議

会
冒
頭
に
お
い
て
、
合
併
に
対
す
る
本

市
の
基
本
的
な
考
え
方
を
明
示
し
ま
し

た
。枠

組
み
に
つ
い
て
は
、
先
の
11
市
町

村
の
枠
組
み
の
反
省
点
な
ど
を
踏
ま

え
、
あ
ま
り
に
広
す
ぎ
る
枠
組
み
は
多

く
の
財
政
負
担
を
伴
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
、
市
民
の
理
解
は

得
が
た
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

本
市
を
中
心
と
す
る
市
町
村
合
併
を

考
え
る
と
き
、
ま
ず
は
、
日
常
生
活
圏

の
一
体
性
に
つ
い
て
十
分
配
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
航
空
機
に
よ

る
騒
音
対
策
な
ど
の
共
通
す
る
行
政
課

題
も
あ
り
、
空
港
と
地
域
が
共
存
す
る

以
上
、
空
港
圏
と
し
て
の
結
び
付
き
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

枠
組
み

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
隣
接

す
る「
生
活
圏
」と「
空
港
圏
」の
合
致
す

る
地
域
で
あ
る
、
成
田
市
・
富
里
市
・

下
総
町
・
大
栄
町
・
多
古
町
・
芝
山
町

の
２
市
４
町
を
現
時
点
で
の
最
大
の
枠

組
み
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
枠
組
み
内
の
合
併
協
議
の
方

式
に
つ
い
て
は
、
個
別
協
議
の
場
を
設

定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
併
の
方
式
に
つ
い
て
は「
新
設
合

併
」と「
編
入
合
併
」の
二
つ
の
方
式
が

あ
り
ま
す
が
、
周
辺
市
町
と
財
政
状
況

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
を
比
較
す
る

と
大
き
な
格
差
が
あ
り
、
一
般
的
に
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
市
町
村
合
併
の
必

然
性
は
周
辺
市
町
と
比
べ
て
高
い
も
の

と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
と
っ

て「
成
田
市
へ
の
編
入
に
よ
る
合
併
で

あ
る
こ
と
」は
、
合
併
議
論
を
進
め
る

う
え
で
の
前
提
条
件
で
す
。

合
併
議
論
を
展
開
す
る
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
本
市
と
し
て
も
将
来
に

禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
地
域

の
特
性
で
あ
る
空
港
と
地
域
の
共
生
の

観
点
か
ら
地
域
の
将
来
を
見
据
え
、
合

取
り
組
み
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

合
併
方
式

併
特
例
法
の
期
限
を
可
能
な
限
り
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
合
併
議
論
を
展
開
す

べ
く
最
大
限
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
、

成
田
地
域
の
中
心
都
市
と
し
て
の
立
場

か
ら
望
ま
し
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。市

町
村
合
併
は
、
自
治
体
の
根
幹
に

か
か
わ
る
重
大
な
行
政
課
題
で
あ
り
、

市
民
・
議
会
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら

取
り
組
む
べ
き
問
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
的
確
な
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と

も
に
、
き
め
細
か
な
タ
ウ
ン
・
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
開
催
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の

意
向
集
約
に
努
め
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

や
ご
要
望
を
十
分
お
聞
き
し
、
議
会
と

も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
本
市
の
合
併

に
関
す
る
方
向
性
を
見
い
だ
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
意
向
集
約
の
方
法 成田地域2市4町の区域図

平成15年9月定例市議会の冒頭、小林市長は、市町村合併の議論の必要性および
背景や枠組み、合併方式など、市町村合併に関する基本的な考え方を表明しました。

市町村合併に関する
基本的な考え方
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今
、
な
ぜ
市
町
村
合
併
？

市
町
村
が
今
の
形
に
ほ
ぼ
整
っ
た
の

が
、
昭
和
30
年
ご
ろ
の「
昭
和
の
大
合

併
」
と
い
わ
れ
た
時
代
で
あ
り
、
当
時
、

合
併
の
動
き
が
急
速
に
進
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
50
年
近
く
が
経
過
し
、
地

方
分
権
の
推
進
や
少
子
・
高
齢
化
の
急

速
な
進
展
、
交
通
機
関
の
発
展
や
情
報

通
信
手
段
の
発
達
な
ど
、
市
町
村
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
当
時
と
は
大
き
く
様

変
わ
り
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
、
ま
た
市
町
村
合
併
の

議
論
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
背

景
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

地
方
分
権
時
代
の
本
格
的
な
到
来
の

中
で
、「
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
は

自
分
た
ち
で
」と
い
う
自
己
決
定
・
自

己
責
任
の
原
理
・
原
則
を
果
た
す
た
め

に
も
、
市
町
村
の
行
財
政
基
盤
・
行
政

体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
地
方
分
権
の
推
進

交
通
網
の
整
備
や
交
通
機
関
の
進

展
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
通

信
手
段
の
発
達
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
住
民
の
日
常
生

活
圏
は
、
従
来
の
市
町
村
区
域
を
越
え

て
拡
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、

増
大
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
財

③
進
む
少
子
・
高
齢
化
社
会

②
生
活
圏
の
拡
大

政
的
・
人
的
需
要
に
対
処
す
る
た
め
に

も
、
市
町
村
の
区
域
に
と
ら
わ
れ
な
い

大
局
的
な
視
野
に
立
っ
た
行
政
運
営
が

必
要
と
さ
れ
ま
す
。

国
、
地
方
を
通
じ
て
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
行
政
の
効
率
化
は
大
変
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
合
併
に
よ
る
効
率

的
な
行
政
運
営
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
・
向
上
に
役
立
つ
こ
と
と
な
り
ま

す
。

◆

こ
の
よ
う
に
、
市
町
村
合
併
は
、
今

④
厳
し
い
財
政
状
況

後
の
行
政
運
営
を
見
極
め
る
観
点
か
ら

も
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

合併による効果と心配ごと
一般的に言われている市町村合併の効果と心配ごとを挙げてみま
しょう。

住民の利便性の向上
〇住民票交付などの窓口サービスが、勤務地や買い物先の近くで
受けやすくなる。

〇近隣の公共施設（図書館・スポーツ施設等）が利用しやすくなる。
〇旧市町村境を越えた学区の見直しにより、近くの小・中学校に
通うことが可能となる。

行政の効率化
〇管理部門の効率化が図られ、その代わりにサービス提供などを
直接担当する部門等を手厚くすることにより、少ない経費でよ
り高い水準の行政サービスが可能となる。

〇市長・助役・収入役などの特別職や議員、行政委員などの総数
が減少し、人件費の削減になる。

地域づくり・まちづくり
〇広域的な視点に立った道路や公共設備の整備、土地利用など効
果的なまちづくりが期待できる。

〇環境問題や観光振興など、広域的な調整、取り組みなどを必要
とする施策を有効に展開できる。

生活面での心配
〇本庁舎が遠くなり、本庁のみで実施しているきめ細かな行政サ
ービスが受けにくくなるのでは。

〇住民サービスの水準、使用料、手数料に格差があり、サービス
低下や住民の負担増が心配されるのでは。

財政面・行政効率での心配
〇財政状況の良い市町村の財政負担が大きくなってしまうので
は。

〇面積が広がることにより、行財政効率が低下してしまうのでは。

地域づくり・まちづくり
〇歴史、文化、伝統といった地域の個性が薄れてしまうのでは。
〇中心部（市街地）だけが良くなって周辺部がすたれてしまうので
は。

〇これまでのまちづくりの方針や蓄積が失われてしまうのでは。

心配

効果



全国

設置総数 730

構成市町村数 2,564

現
在
、
市
町
村
合
併

を
協
議
、
検
討
し
て
い

る
市
町
村
の
全
国
お
よ

び
千
葉
県
の
動
向
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〇

平
成
15
年
７
月
１
日

現
在
、
全
国
で
法
定

協
議
会
を
設
置
し
て

い
る
市
町
村
は
１，
４

４
２（
45
・
３
％
）を

Nov.●4

市
町
村
合
併
に
伴
う
財
政
的
支
援
策

と
し
て
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
合
併
支
援
策
が
適
用

と
な
る
の
は
、
合
併
特
例
法
の
期
限
で

あ
る
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
に
合
併

し
た
場
合
で
す（
経
過
措
置
を
含
め
た

新
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
地
方
制
度
調

査
会
で
検
討
中
で
す
）。

合
併
後
、10
カ
年
度
は
、合
併
が
な
か

っ
た
も
の
と
仮
定
し
て
、
毎
年
算
定
し

た
普
通
交
付
税
の
額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
５
カ
年
度
は
激
変
緩
和
措

置
と
し
て
段
階
的
な
縮
減
と
な
り
ま
す

（
上
図
参
照
）。

な
お
、
本
市
に
関
し
て
は
、
普
通
交

付
税
の
不
交
付
団
体
の
た
め
、
合
併
後

の
成
田
市
相
当
分
の
普
通
交
付
税
は
あ

り
ま
せ
ん
。

〇

合
併
市
町
村
に
対
す
る
措
置

公
共
料
金
格
差
の
調
整
、
公
債
費
負

担
格
差
の
是
正
等
に
的
確
に
対
応
す
る

た
め
の
経
費
に
対
す
る
措
置

〇

合
併
準
備
経
費
に
対
す
る
措
置

法
定
協
議
会
設
置
等
、
合
併
の
準
備

に
要
す
る
経
費
に
対
す
る
措
置

〇

合
併
移
行
経
費
に
対
す
る
措
置

電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
等
、
市
町
村

の
一
体
性
の
速
や
か
な
確
立
を
図
る
た

め
、
合
併
前
に
要
す
る
経
費
に
対
す
る

措
置 特

別
交
付
税
に
よ
る
措
置

普
通
交
付
税
に
よ
る
措
置

合
併
に
よ
る
市
町
村
建
設
計
画
に
基

づ
く
事
業
や
、
地
域
振
興
な
ど
を
図
る

た
め
の
基
金
積
み
立
て
に
か
か
る
経
費

に
つ
い
て
は
、
合
併
後
10
カ
年
度
は
当

該
経
費
の
95
％
を
地
方
債（
合
併
特
例

債
）を
も
っ
て
財
源
と
す
る
こ
と
が
で

き
、
元
利
償
還
金
の
70
％
が
普
通
交
付

税
と
し
て
措
置
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

対
象
事
業
の
95
％
相
当
額
ま
で
を
借
入

金
で
ま
か
な
い
、
そ
の
７
割
を
国
が
交

付
税
と
し
て
措
置
す
る
制
度
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
残
り
の
３
割
に
つ
い
て
は
、

長
期
に
わ
た
り
返
済
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
（
左
図
参
照
）。

合
併
特
例
債
に
よ
る
財
政

措
置

国
の
合
併
支
援
策
に
は

ど
ん
な
も
の
が
？

10年 プラス5年 16年以降 

段階的に縮減 

新市における普通交付税 

Ａ
町
普
通 

交
付
税 

新
市
普
通 

交
付
税 

Ｂ
市
普
通 

交
付
税 

対象事業 

合併特例債　充当率95％ 

元利償還金の70％を普通交付税措置 一般財源 

一
般
財
源 

全国および千葉県の
合併の動向

全　国

任意協議会設置数 160

構成市町村数 592

全市町村に対する割合（％） 18.6

※任意協議会とは、文字どおり任意に設置されるもので、
協議する内容や範囲は特に法定されてはいません。位置
付けとしては、法定協議会への移行前の準備会としての
意味合いが強いものです。

※法定協議会とは、地方自治法第252条の2の規定により設
置される法定の合併協議会のことです。法定協議会では、
合併の是非を含め、合併に関するあらゆる事項の協議を
行います。

※
全
国
の
動
向
は
平
成
15
年
７
月
１
日

現
在
、
千
葉
県
の
動
向
は
同
９
月
１

日
現
在
で
す
。

任意協議会法定協議会

合併協議会の総数
（研究会等を含む）

全　国 千葉県

法定協議会設置数 357 10

構成市町村数 1,442 45

全市町村に対する割合（％） 45.3 57.0

数
え
、
ま
た
、
任
意
協
議
会
を
設
置

し
て
い
る
の
は
、
５
９
２
市
町
村

（
18
・
６
％
）と
な
っ
て
い
ま
す（
下

表
参
照
）。

〇

平
成
11
年
か
ら
15
年
９
月
１
日
ま
で

の
間
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
全
国
で

新
た
に
29
の
新
市
町
が
誕
生
し
て
い

ま
す
。
千
葉
県
で
も
、
こ
と
し
６
月

６
日
に
野
田
市
と
関
宿
町
が
合
併
し

ま
し
た
。

〇

研
究
会
を
含
め
る
と
、
２，
５
６
０

を
超
え
る（
80
・
５
％
）多
く
の
市

町
村
で
、
合
併
協
議
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
（
左
表
参
照
）。

全市町村に対する
80.5割合（％）


